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矢祭小学校大運動会
５月１８日（日）

１ ラジオ体操（全学年）
２ 闘志をメラメラ燃やせ！赤と白の勇者たち（５・６年生）
３ 小学校ラストランで恩返し（６年生）
４ 徒競走（全学年）
５ ダンシング玉入れ（１・２年生）
６ 明日天気になあれ！（１・２年生）

23

７ それいけ！緑の少年団（３・４年生）
８ 紅白リレー（各学年代表児童）
９ 探し物は何ですか？（５年生）
10きたぞ！矢祭ハリケーン（３・４年生）
11 感想発表（各学年代表児童）
12 鼓笛（５・６年生）
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内堀雅雄福島県知事が来町
虫の里・福島奥久慈昆虫館を視察

　
令
和
７
年
５
月
７
日
（
水
）、

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
が
来
町

し
、
令
和
７
年
３
月
23
日
（
日
）

に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
『
虫
の
里
・

福
島
奥
久
慈
昆
虫
館
』
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

現
地
で
は
、
昆
虫
館
を
運
営
す

る
虫
の
里
・
福
島
奥
久
慈
設
立
の

会
の
役
員
、
佐
川
町
長
、
菊
池
教

育
長
ら
が
内
堀
知
事
を
歓
迎
し
ま

し
た
。

　

内
堀
知
事
は
、
設
立
の
会
役

員
ら
の
案
内
の
も
と
館
内
に
展
示

さ
れ
て
い
る
昆
虫
標
本
や
関
連
資

料
、
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

つ
く
ら
れ
た
フ
レ
ー
ム
切
手
を
視

察
し
た
後
、
展
示
物
を
前
に
懇
談

の
場
が
設
け
ら
れ
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
整
備
状
況
や
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
傾
聴
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、昆
虫
館
視
察
終
了
後
に
、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
情
報
交
換
会
で
は
、
内
堀
知

事
と
佐
川
町
長
、
鈴
木
副
町
長
、

菊
池
教
育
長
、
緑
川
議
長
ら
が
意

見
を
交
わ
し
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

１．展示された昆虫標本について積極的に質問をする内堀知事／２．展示物を前に意見を交わす内堀知事と昆虫館関係者
／３．館内中央に展示された珍しい蝶の標本に目を見張る内堀知事

２ ３１
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Health 
information
健康情報

歯磨きで丈夫な身体の基礎づくり
　６月４日から１０日は歯と口の健康週間です。この機会に歯と口の健康について考えてみましょう。

【口の病気は体の健康を脅かす】
口の病気、特に虫歯や歯周

病は、全身の健康を脅かす可
能性があります。口の細菌や
炎症が血流を通じて全身に広
がり、図のように心臓病、糖
尿病、誤嚥性肺炎などのリス
クを高めることがあります。 

　５月２０日（火）にやまっぴーはかって健康チャレンジ事
業を実施しました。高血圧予防について血圧手帳等をみなが
ら自分の生活を振り返りました。健診等で血圧は高いが、家
庭での血圧を測定していない、病院にも行っていないという
方もいました。その血圧の値、放っておいてよい数値なので
しょうか・・・
　７月１１日（金）に血圧と関係のある「ナトカリ比」測定を
実施します。血圧の気になる方ぜひ参加してみませんか？
【問い合わせ】
矢祭町保健福祉センター☎４６-４５８１

　がん検診は一見どこも悪くなさそうな健康な人の
中から､ がんがありそうな人を見つけ出すものです。
　胃がん検診は、問診に加え、胃部Ｘ線または胃内視
鏡検査の２つが推奨されています。検診で発見される
胃がんは、早期の段階のものが多く、他のがんと同様
｢早期発見・早期治療」が非常に大切です。
　胃内視鏡検査は､ 予約枠（１２月末まで）に空きが
ありますので、昨年受診していない対象年齢の方は、
ぜひ胃内視鏡検査を活用してください。
【胃がん検診の実施方法】

【申込み先】
矢祭町保健福祉センター☎４６-４５８１

胃内視鏡検査の予約受付中

福島県後期高齢者医療広域連合では、以下の内容で、歯や口腔の健康状態
をチェックする歯科口腔健康診査を実施します。歯や口腔の機能が低下する
と、今までどおりの食事や会話ができなくなるなど、健康に大きな影響を与
えます。
健診費用は無料ですので、ぜひこの機会に受診ください。対象者の方には
案内状兼受診券等を５月下旬に送付しております。
【対象者】
７５歳（昭和２４年４月１日から昭和２５年３月３１日までに生まれた方）
８０歳（昭和１９年４月１日から昭和２０年３月３１日までに生まれた方）
※長期入院者や施設入所者は対象外です。
【健診期間】
令和７年６月２日（月）から１１月２９日（土）まで
【健診内容】
問診、口腔内診査、口腔機能内検査
【受診方法】
広域連合から送付する、実施医療機関一覧に掲載している歯科医院に直接予約し、受診してください。
【当日の持ち物】
受診券、マイナンバーカード（資格確認書）
【問い合わせ】
歯科口腔健診コールセンター☎０１２０- １００- ６９８（受付時間▶８時３０分～１６時３０分（土日、祝日除く平日の
み））

福島県後期高齢者歯科口腔健康診査受診のお知らせ

検査方法 対象年齢 受診間隔 受診方法
胃部Ｘ線検査 40歳以上 毎年 1回 集団健診で実施
胃内視鏡検査 50~69歳 2年に 1回 医療機関で実施

大切な歯を守るために定期的な
健診で予防しましょう

　令和７年度に２０・３０・
４０・５０・６０・７０歳に
なられる方は町の無料検診で
お口の状態を確認しましょ
う。
　令和６年度に７５歳及び
８０歳となられた方（※）は
後期高齢者の歯科口腔健診を
受診し、噛む力の低下による
誤嚥性肺炎予防に努めましょ
う。
※昭和２４年４月１日～昭和
　２５年３月３１日生まれ及
　び昭和１９年４月１日～昭
　和２０年３月３１日生まれ
　の方

高血圧予防について考えてみませんか介護予防教室『わんあっぷ』開催のお知らせ

【定員】
先着４０名（要予約）
【開催時間】
１３時３０分～１５時
（途中休憩あり）
【持ち物】
飲み物、動きやすい服装、タオル、やまっぴーカード
【参加申し込み・お問い合わせ】
保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ
（担当▶生田目）☎４６- ４５８１
※お申し込みは先着順となります。
※参加費は無料です。
※送迎が必要な方は、事前にご連絡をお願いします。

【日程】
６月１３日（金）
【講師】
武藤有貴氏（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①体幹（腹筋、背筋）の重要性を知る
　・腹筋、背筋の役割、重要性を知る
　・ご自身の筋力＆柔軟性をチェック
②セルフケア、トレーニングの実践
　・日常生活でのちょっとした動きのコツ
　・筋力、柔軟性アップトレーニング
【会場】
保健福祉センター大会議室

健康増進セミナー（体幹筋力アップ編）

６月４日から１０日は歯と口の健康週間です。この機会に歯と口の健康について

【口の病気は体の健康を脅かす】
口の病気、特に虫歯や歯周

病は、全身の健康を脅かす可
能性があります。口の細菌や
炎症が血流を通じて全身に広
がり、図のように心臓病、糖
尿病、誤嚥性肺炎などのリス
クを高めることがあります。

■心内膜炎・心筋 塞
歯周病の原因菌が血管を
通して心臓に入り、悪影
響を及ぼします。

■動脈硬化
血管に入った歯周病の原
因菌が、動脈硬化のリス
クを高めます。

■脳 塞・認知症
動脈硬化は脳 塞の原因
となり、脳の血管の詰ま
りは認知症に繋がります。

■骨祖しょう症
歯周病の原因菌が、骨祖
しょう症に関与している
ことが報告されています。

■肥満
歯周病の原因菌が血管を
通して肝臓に入ると肥満
を促進するといわれてい
ます。

■糖尿病
歯周病は糖尿病を悪化さ
せ、糖尿病は歯周病のリ
スクを高めます。



行    政
N A V I

矢
祭
町
個
人
住
宅
改
良
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
施
工
業
者
に
よ
り
個
人

住
宅
の
改
良
を
行
う
町
民
に
対
し
て
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】
①
矢
祭
町
に
住
民

　
登
録
・
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
／

　

②
個
人
住
宅
の
所
有
者
本
人
又
は
そ

　
の
親
族
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
住
宅
に

　
居
住
し
て
い
る
方
／
③
世
帯
の
全
員
が

　
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

【
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
】　

本
事

　

業
に
よ
る
補
助
の
対
象
と
な
っ
た

　

こ
と
の
な
い
個
人
住
宅

※
本
補
助
金
の
交
付
後
10
年
を
経

　
　

過
し
て
い
れ
ば
、
再
度
補
助
対

　
　

象
と
な
り
ま
す
。

　

※
子
育
て
世
帯
定
住
支
援
事
業
の

　
　

交
付
を
受
け
て
い
て
も
補
助
対

　
　

象
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事
】
施
工

　

業
者
が
行
う
工
事
代
金
が
50
万
円
以

　

上(

消
費
税
を
含
む)

の
改
良
工
事

※
対
象
と
な
る
工
事
▼
住
宅
の
機

　
　

能
や
居
住
環
境
の
維
持
・
向
上

　
　

を
目
的
と
し
た
工
事
、
現
在
あ

　
　

る
も
の
の
改
修･

修
繕

※
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
▼
住
宅

　
　

の
新
築
、
居
住
の
機
能
や
居
住

　
　

環
境
の
維
持･

向
上
を
目
的
と

　
　

し
な
い
工
事
、
簡
易
な
工
事
や

　
　

工
事
が
伴
わ
な
い
物
品
の
購
入

【
補
助
金
の
額
】　

工
事
代
金
50
万
円

　

以
上
で
、
補
助
金
額
は
そ
の
10
％

※
町
内
業
者
に
よ
る
工
事
▼
上
限

　
　

額
20
万
円
。

※
町
外
業
者
に
よ
る
改
良
工
事
も

　
　

補
助
対
象
と
な
り
ま
す
▼
上
限

　
　

額
10
万
円
。

※
１
千
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
は
、

　
　
１
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
に
な
り
ま
す
。

【
補
助
金
の
申
請
】
工
事
着
手
前
に
、

　

補
助
金
交
付
申
請
書
に
添
付
書
類
を

　

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
添
付

　

書
類
▼
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い

　

る
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
証
明

　

書
・
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書
・
改

　

良
工
事
の
内
容
が
わ
か
る
見
積
書
等

　

の
写
し
・
施
工
前
の
現
場
写
真
）             

【
問
い
合
せ
先
】　

事
業
課
地
域
振
興

　

グ
ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐

　

４
５
７
５

工事名 入札日 （予定価格）
契約額 落札者 工事場所 工期

令和７年度滝川渓谷木橋
１号橋・３号橋整備工事

令和７年
５月 21 日

（78,672,000円）
77,000,000 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤正美

矢　祭　町
滝川渓谷内

議会の議決を得た日から３日を経過する日～
令和８年３月 31 日

令和７年度農道東山線
舟ヶ沢橋橋脚補修工事

令和７年
５月 21 日

（71,662,800円）
71,500,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池修一

下関河内字
折 屋 地 内

議会の議決を得た日から３日を経過する日～
令和８年１月 30 日

令和７年度町道高地原
線側溝布設替工事

令和７年
５月 21 日

（8,668,000 円）
8,525,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池修一

内　川　字
高地原中地内

令和７年５月 21 日～
令和７年８月 29 日

令和６年度町道東舘・
追分線道路改良工事

令和７年
５月 21 日

（27,016,000円）
26,620,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川泉

宝　坂　字
高野谷地地内

令和７年５月 21 日～
令和８年１月 30 日

令和７年度町道福住線
法面補修工事

令和７年
５月 21 日

（31,993,000円）
31,240,000 円

（株）グリーンサービス福島
代表取締役　菊池忠夫

山　下　字
福 住 地 内

令和７年５月 21 日～
令和８年３月 31 日

令和７年度準用河川田
川護岸補修工事

令和７年
５月 21 日

（24,233,000円）
23,540,000 円

（有）熊田組
代表取締役　熊田伸隆

宝　坂　字
後 田 地 内

令和７年５月 21 日～
令和８年３月 31 日

令和７年度林道小田川
山下線舗装工事

令和７年
５月 21 日

（3,424,300 円）
3,278,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川泉

小 田 川 字
久 保 地 内

令和７年５月 22 日～
令和７年８月 31 日

入
札
結
果

　

町
で
は
、
町
内
外
の
子
育
て
世
帯
の
町

内
に
お
け
る
住
宅
取
得
等
を
支
援
す
る
た

め
、
そ
の
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】　

①
子
育
て
世
帯
で
あ
る

　

こ
と（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
。

　

ま
た
は
本
人
も
し
く
は
配
偶
者
が
妊
娠

　

し
て
い
る
世
帯
。
た
だ
し
、
結
婚
後
３

　

年
を
経
過
し
な
い
夫
婦
に
あ
っ
て
は
、

　

今
後
、
矢
祭
町
で
子
育
て
す
る
意
思
を

有
し
て
い
れ
ば
子
育
て
世
帯
と
み
な

　

す
。）
／
②
世
帯
の
全
員
に
町
税
等
の

　

滞
納
が
な
い
こ
と
／
③
申
請
者
及
び
同

　

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
暴
力
団
員

　

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

　

る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
77
号
）
第

　

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
そ

　

の
他
近
隣
の
居
住
の
平
穏
を
著
し
く
害

　

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
で
な
い
こ
と

【
補
助
金
の
額
】　

新
築
の
場
合
▼
①
申
請

　

者
が
申
請
時
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
ま

　

た
は
、
最
後
に
有
し
て
か
ら
１
年
を
経
過

し
て
い
な
い
場
合
…
延
床
面
積
３
・
３
平

　

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
２
万
円
（
上
限
１
０

　

０
万
円
）
／
②
申
請
者
が
①
に
該
当
し
な

　

い
場
合
…
延
床
面
積
３・
３
平
方
メ
ー
ト

　

ル
あ
た
り
４
万
円
（
２
０
０
万
円
）

　

※
施
工
業
者
の
本
店
が
町
内
の
場
合
は

　
　

総
額
に
20
万
加
算

　

中
古
住
宅
取
得
の
場
合
▼
①
申
請
者
が
申

　

請
時
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
ま
た
は
、

　

最
後
に
有
し
て
か
ら
１
年
を
経
過
し
て
い

　

な
い
場
合
…
延
床
面
積
３・
３
平
方
メ
ー

　

ト
ル
あ
た
り
５
千
円
（
上
限
25
万
円
）
／

　

②
申
請
者
が
①
に
該
当
し
て
い
な
い
場
合

　

…
延
床
面
積
３・
３
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

　

り
１
万
円
（
上
限
50
万
円
）

【
補
助
金
の
申
請
】　

工
事
着
手
前
に
、
助

　

成
金
対
象
住
宅
認
定
申
請
書
に
添
付
書

　

類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
添

　

付
書
類
▼
誓
約
書
（
様
式
第
２
号
）・

　

工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書

　

の
写
し
・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写

　

し
・
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書
（
前

　

年
分
）・
申
請
者
と
同
一
の
世
帯
に
妊

　

娠
中
で
あ
る
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の

　

者
の
母
子
手
帳
の
写
し
・
工
事
内
容
が

　

確
認
で
き
る
書
類
・
そ
の
他
町
長
が
必

　

要
と
認
め
る
書
類

【
問
い
合
せ
先
】　

事
業
課
地
域
振
興
グ
ル

　

ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐
４
５
７
５

矢
祭
町
子
育
て
世
帯
定
住
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す

9 8

と
の
な
い
個
人
住
宅

本
補
助
金
の
交
付
後
10
年
を
経

過
し
て
い
れ
ば
、
再

象
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
定
住
支
援
事
業
の

交
付
を
受
け
て
い
て

額
20
万
円
。

町
外
業
者
に
よ
る
改
良
工
事
も

補
助
対
象
と
な

上
で
、
補
助
金
額
は
そ
の
10
％

町
内
業
者
に
よ

　

昭
和
58
年
の
矢
祭
町
長

選
挙
に
お
い
て
初
当
選
を

果
た
し
、
そ
の
後
、
６
期

24
年
に
わ
た
り
町
政
を
担

い
、
こ
の
長
い
期
間
に
お

い
て
、
数
々
の
町
政
改
革

を
実
行
し
、
地
方
自
治
体

の
自
立
を
目
指
す
先
駆
者

と
し
て
全
国
的
に
名
を
馳

せ
た
故
根
本
良
一
氏
の
ご

遺
志
に
よ
り
、
根
本
操
子

氏
か
ら
金
員
の
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
学
校

施
設
の
改
修
や
新
設
、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
や

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
質

の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
教
育
振
興
の
発

展
を
願
い
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
に
は

旧
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
も
、

地
域
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
を
願
い
、
多
く
の
人
々

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の

想
い
か
ら
町
へ
寄
附
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
寄
附
金
及
び

土
地
に
つ
い
て
、
教
育
振

興
の
発
展
、
地
域
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

元
矢
祭
町
長
故
根
本
良
一
氏
の

ご
遺
志
に
よ
り

▶寄附された舘本区内の旧住宅跡地

２００
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町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を

実
施
し
ま
す

県
内
一
斉
の
河
川
・
海
岸
環
境

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年

も
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

令
和
７
年
６
月
29
日（
日
）

　

午
前
６
時
〜
午
前
８
時
（
小
雨
の

　

場
合
は
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
７

　

月
６
日
（
日
）
に
延
期
）

【
実
施
方
法
】　

各
区
（
地
域
）
が
主

　

体
と
な
り
、
各
戸
１
名
の
協
力
に

　

よ
る
町
民
総
ぐ
る
み
参
加
に
よ
る

　

も
の
と
す
る

【
実
施
地
域
】　

居
住
地
周
辺
の
河

　

川
、
沢
、
道
路
、
公
園
等

【
作
業
内
容
】　

空
缶
、
空
瓶
、
廃
ビ

　

ニ
ー
ル
、
燃
え
る
ご
み
等
の
収
集

　

及
び
雑
草
の
刈
り
払
い
等

【
そ
の
他
】　

実
施
区
域
、
方
法
に

　

つ
い
て
は
、
各
区
長
及
び
各
班

　

長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
年
「
家
庭
ご
み
」
を

　

出
す
方
が
お
り
ま
す
が
、
趣
旨

　

に
反
し
ま
す
の
で
、
出
さ
な
い

　

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
民
福
祉
課
生
活

　

環
境
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

結婚新生活
応援します

補助対象費用

補助対象者

問い合わせ

・令和７年１月１日～令和８年３月３１日の間に婚姻した夫婦であること
・直近の夫婦の所得を合算した世帯所得が５００万円未満であること
・補助金申請日に矢祭町内に移住していること
・他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
・過去にこの制度に基づく補助を受けたことがないこと
・婚姻届の年齢が夫婦共に３９歳以下であること

町民福祉課　福祉保険グループ　☎４６- ４５７３

　矢祭町では、地域活性化を目的として新婚世帯を対象に、婚姻に伴う新生活に係
る経費を補助する「結婚新生活支援事業」を行っています。

【住居費】
　令和７年１月１日以降、結婚を機に町内の住宅を取得、リフォーム又は賃貸物件
　を賃借する際に要した費用
【引越費用】
　令和７年１月１日以降、引越業者又は運送業者への支払い、その他引越に係る費
　用

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

水
道
週
間
で
す

　

水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
施
設
で
あ
り
、
生
活
基
盤

と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
道
事
業
者
等
を
始
め
、
国
土
交
通
省
、
環

境
省
、
都
道
府
県
及
び
水
道
の
関
係
団
体
で
は
、

よ
り
質
の
高
い
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
の
「
水
道
週
間
」
で
は
、

水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
理

解
を
深
め
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
協
力
を
得

る
た
め
の
催
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】　
「
透
き
通
る
誇
れ
る
水
に
感

　

謝
す
る
」

補助金額

・婚姻日における年齢が夫婦ともに２９歳以下▶上限６０万円
・上記以外▶上限３０万円

申請期限

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

～婚活イベント情報～６月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

「プロジェクト Y」結婚支援事業チーム

矢祭町結婚支援室では、婚活プロデューサー中瀬氏を中
心に美容アドバイザー、出会いプランナー、出会いアド
バイザー、出会いサポーターが独身者の結婚支援に寄り
添います。
月に一度、中瀬氏による婚活セミナー「ハッピー＆スマ
イル研究会」を開催しております。詳しくは下記をご覧
ください。

～　え　に　し　～
（４８）

「おしゃべりカフェ」open

【ハッピー＆スマイル研究会】
日時▶６月１５日（日）午前１０時～
【おしゃべりカフェ】
談話・ジェルネイル・スキンケア・脱毛無料体験など、県
内外からの参加者同士「はじめまして」で会話が進みます
日時▶６月１５日（日）午後１時～４時
　　　６月１８日（水）午後３時～８時
場所▶「リフレッシュふるさとランド」
※展望台のライト点灯時は「おしゃべりカフェ」開催中
開催予定▶ 7/2（水）・7/6（日）・8/6（水）・8/24（日）
※結婚に関する相談や婚活情報、プロフィール登録も随
　時受け付けています。電話またはメールにてご予約を
　お願いします。 【おしゃべりカフェ情報】

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ yamatsuri.project.y@gmail.com
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」
「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。結婚を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。福島県内にお住いの方、近い将
来福島県に移住をお考え
の方で誠実に結婚を希望
する２０歳以上の独身男
女が対象です。
入会登録料▶１０，０００円（２年間）
※入会登録料については、補助金の対
　象となります。詳しくは矢祭町結婚
　支援室までお問い合わせください。

結婚したいあなたを福島県が応援します

▲はぴ福なびHP

おしゃべおしゃべおしゃべしゃべゃべりカりカりカりり

おしゃべり
カフェ情報



⽮祭町地域おこし協⼒隊

 みなさん、初めまして。今年度から⽮祭町地域
おこし協⼒隊としてデジタル推進で活動を開始し
ました⼤⿊屋と申します。どうぞ宜しくお願い致し
ます。東京⽣まれ。⽣粋のコンクリートジャング
ル育ちからやっと⼤⾃然に囲まれた、この素敵な
⽮祭町に移住を開始できました。あの空海も来た
と⾔われる、この場所にとても魅⼒を感じながら
毎⽇過ごしています。⼈間として "⽣きる"という
事はまさに⼤⾃然と共に、⽬に⾒えないご先祖様
だったりに、⽇々感謝して⽣きることだと感じてお
り、私が⽮祭町の活性化としてお役に⽴てる事は
何か?
 それを模索している中で、「⽮祭 TV」というデ
ジタルを通して⽮祭町の魅⼒を深掘りし、⽮祭町
の中でも、外でも、創作、発信しながら、⽮祭
町⺠の皆さんと共に楽しく、デジタルと共存が可
能なアイデアをひらめきました。アナログも重要。
デジタルも重要。これからの時代は、⾃然とデジ
タルの融合が⽋かせない世の中へと移⾏しており
ます。

５⽉１８⽇開催 “ふくしまシティハーフマラソン”
を⾛りました。結果は全然ダメでした。まず何より
も、⾛る前から気持ちで負けてしまっていました。
⽇頃から、⼦どもたちに陸上指導をするときには、
「気持ちで負けるな！」と声かけしているのに、⾃
分の⽅が全然ダメで情けなくなりました。今年の
抱負は「⾔い訳しない」だったのですが、⾔い訳
を探していました。弱いですね。⾔い訳すると⾃
分のせいではなくなるので、改善しないし成⻑でき
ません。
私は、みなさんの健康を考え活動していますが、

“体を強くする” だけではなく、“⼼を強くする “こ
とが⼤事だと最近よく思います。⼼が動かないと体
は動かないし、病は気からです。スポーツにおいて
は、「⼼・技・体」を鍛え、３つのバランスが全て
整ったときに最⼤限のパフォーマンスが発揮できる
と⾔われます。これはスポーツに限らず、どの分野
でもいえることではないでしょうか。⽬に⾒えない
外には表れにくい、けれども⼤事な「⼼」を意識して、
これからも活動を⾏っていきたいと考えています。

 こんにちは、読書のまちづくり担当の眞野です。
最近は暑いですね〜。買ったばかりの靴下を洗濯
していたのですが、あっという間に乾いてしまっ
て！夏の訪れを感じました。先⽇の運動会も、順
延こそしたもののすごくいい天気で！⽇焼けでまだ
肌がヒリヒリしています。また、熱中症になりかけ
た〜などの話も聞くようになりました。皆さんもお
気を付けください。
 さて、先⽉はとしょ部のサポートで忙しい⽇ と々
なりました。ビブリオバトルの参加者を募るため、
としょ部担当の司書 2⼈で動画を撮ったり、チラ
シを作製したり……時間はかかりましたが、おか
げで⽣徒たちにも｢ビブリオバトルって楽しいか
も？｣｢参加してみようかな……｣と思ってもらえる
ようなものが出来たかな？と。そうだといいな、
と思っております。
 ちなみに今⽉は、⼦ども司書講座の開講式があ
ります。17期のスタートも⽬前。⼦どもたちにとっ
て新たな、そして楽しい学びの場を提供できるよ
う頑張っていきます！

 こんにちは！場づくり担当の藤⾕です。５⽉は宮崎県へ出張に⾏ってきま
した。場づくりのミッションでなぜ出張に？と思われた⽅もいらっしゃるか
と思います。今回、向かった宮崎県三股町(みまたちょう)では、地域課
題の解決に向けた取り組み⽅や、地域住⺠を巻き込んだプロジェクトやイ
ベントの仕掛け⽅がとても上⼿で、また、デザインやSNSを使った魅せ⽅
にも⼤変⼯夫されています。仕掛け⼈や地域住⺠のみなさんにお話を伺い
たい、運営する施設やイベントを視察したい、と思い出張してきました。仕
掛⼈は、三股町の社会福祉協議会内にある実践⽀援研究室〈コミュニティ
デザインラボ〉の５名の皆さんで、不登校の⼦ども達の居場所づくりも兼ね
た「よる学校」、ハンデがある⽅も働ける、働く⼈・利⽤する⼈に優しい「コ
メーキングスペースCOME」、若い⼈が集える場として始まり寄付で集めた
古着を販売する「古着屋NAZO」、雇⽤システムに馴染めない⽅へのモノづ
くりの場「キママプロジェクト」、空き家をDIYしてパソコン教室やフリースクー
ルの活動の場や宿泊施設でもある「グローカルハウスWAJIMA」など！！他
にも出張中に開催されていたイベントにも参加してきました。
 この出張で特に⼤きくメモしたのは、【参加したい、関わりたい、⾯⽩そ
うと思って貰えるようなデザインで⼊り⼝を広げる】、そして【余⽩を残すこ
とでそこから⽣まれる⾯⽩さやワクワクがある】です。他にもマネしたいこ
とや学ぶことが沢⼭あったので、今後の活動にしっかり活かしていきたいと
思います！

鳴瀬望  Nozomu Naruse

スポーツ振興担当

⼭形県鶴岡市出⾝。前職は⼩学校教員。
トレイルラン、スキューバダイビング、
旅⾏（海外）、ドラマを⾒ることが好き。

⼤⿊屋真由 Mayu Ooguroya

デジタル推進担当

東京都出⾝。前職は舞踏家。趣味
はナンバ歩き。特技はストリートダン
ス。

13 12

眞野夏凜 Karin Mano

読書の町づくり担当

⻘森県むつ市出⾝。短⼤卒業後、地域お
こし協⼒隊に着任。読書、⾳楽を聴くの
が好き。最近はbacknumber ばっかり。

⽮祭町地域おこし協⼒隊は、町外のさまざまな地域から集まり、地域づくりに貢献して

います。

現在町内にいるのは6名。各メンバーは、JR⽔郡線東館駅を中⼼とした地域の場づくり、

デジタル推進、読書の町づくり推進、スポーツ振興など、多岐にわたるジャンルで活動

中です。

町内で協⼒隊の活動をお⾒かけの際は、お気軽にお声がけください！

Volume.91

2025.6Update

藤⾕⿇莉 Mari Fujiya

地域の場づくり担当

福島県いわき市出⾝。前職はアパレル
関係。⾷べ歩き、登⼭、ピアノ、⽔泳
が趣味。
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夫

INFORMATION●

PICK UP EVENT

もったいない図書館　特別書庫

6.5
THURSDAY

あかちゃん／プレママ・プレパパ
おはなしかい （カンガルーくらぶとの交流会）
　　　　　

6.5 (木)  10:00 - 12:00

SUNDAY
下関河内文庫　大垬文庫　茗荷文庫　　　　

6.15 (日) 10:00 - 11:00

出前おはなしかい

6.19
THURSDAY

6.19 (木) 10:00 - 12:00

大人のためのおはなしかい

ペーパークラフト展
もったいない図書館にて開催

Lib
rary letter

4 月17日～ 5月11日の期間、矢祭子ども読書の日
記念事業として松田祐樹さん（東京都）の制作した
「ペーパークラフト展」が矢祭もったいない図書館で
開催されました。ゴールデンウイーク中ということも
あり、県内外からたくさんのお客様が訪れました。
「ももたろう」や「かぐや姫」などの昔ばなしを題材に
した松田さんの精巧で繊細な作品の数々はどれもが
ユーモアたっぷりで、おはなしの世界を可愛らしいオ
リジナルキャラクターで表現しています。
ご覧になった方々はその楽しい世界観に魅了された様
子でした。　

梅雨の季節はじめじめして気持ちが沈みがちになりますが、
恵みの雨でもありますね。読書で心にもうるおいを与えてみては？

RECOMMEND

「子ども司書」は、より読書に親しんでもらうため
のリーダーを育成する目的で平成 21年に矢祭町
から始まり、今では全国に広がりを見せています。
今年度も講座を開講します。矢祭小学校の児童の
皆さんの活動を応援してくださいね。

2025

6
恵

ぼくらの
合唱

上手でし
ょ♪

6月11日
矢祭子ども司書講座開講式

（翌火曜日休館）

6.15

もったいない図書館　特別書庫　

登 録 注 文 配 達

菊池 二郎さん宅

※大雨、猛暑日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。



1617

ごみゼロのまちを目指して
▶令和７年度第２回美化活動

　５月２３日（金）、東館駅前商店街において東白川
郡と石川郡の浅川町で構成されている新福島たばこ販
売協同組合「棚倉支部（篠田光広組合長）」、「女性部（高
田節子部長）」を中心に令和７年度第２回美化活動が
行われました。この活動を通し、ごみゼロのまちを目
指すとともにマナー啓発に取り組んでいます。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　５月１１日（日）、山村開発センターにおいて矢
祭町消防団新入団員教育訓練が実施されました。新
入団員は消防団員の基礎知識、心構えについて学ん
だ後、駐車場にて行われたホース・管鎗の取り扱い
訓練、揚水訓練、放水訓練等に新戦力として真剣に
取り組みました。

　５月１４日（水）、品川区役所において品川区と
矢祭町による「災害時における相互援助に関する協
定」締結式が行われました。式では、森澤区長と佐
川町長が協定書に署名をし、災害時における相互の
連携及び協力による円滑かつ迅速な応急対策等につ
いて確認しました。

　５月１２日（月）、役場町長室において「令和７
年度子どもの読書活動優秀実践校文部科学大臣表
彰」の受賞報告式があり、矢祭小学校の太田校長が
来庁し、佐川町長に受賞の報告をしました。もった
いない図書館と連携して行う子ども司書制度など、
積極的な読書活動の推進が認められたものです。

品川区と防災協定を締結
▶「災害時における相互援助に関する協定」締結式

消防団に新戦力が加わる
▶矢祭町消防団新入団員教育訓練

読書活動の積極的な推進を称えられ
▶矢祭小学校文部科学大臣表彰報告会

　５月８日（木）福島市において令和7年度東北国道協
議会通常総会が開催されました。この総会には佐川町長
が出席し、国土交通省東北地方整備局管内における一般
国道の整備促進に向けた取り組みが行われました。具体
的には、道路関係の要望書を東北地方整備局長に手交し、
道路整備の重要性について議論を深める場となりました。

要望書の手交、重要性について議論を深める
▶令和７年度東北国道協議会通常総会

小規模自治体の維持と発展を図る
▶全国小さくても輝く自治体フォーラム

　５月１５日（木）、１６日（金）、長野県泰阜村にお
いて全国小さくても輝く自治体フォーラムが開催され
ました。このフォーラムには、佐川町長をはじめとす
る多くの関係者が出席し、自律を目指す小規模自治体
の維持と発展を図るための交流の場となりました。な
お、来年は矢祭町での開催が予定されています。

３団体合同で開級式を開催
▶令和７年度生涯学習合同開級式

　５月１０日（土）、山村開発センター大集会室にお
いて令和大学・女性団体連絡協議会・ふるさと探検隊
合同の開級式が行われました。式では各団体を代表し、
令和大学生代表の菊池典子さん、女性団体連絡協議会
副会長の古市牧子さん、ふるさと探検隊代表の髙橋柚
月さんがそれぞれ誓いの言葉を述べました。
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町県民税▶１期
国民健康保険税▶１期
介護保険料▶１期
納期限（口座振替日）▶６月３０日（月）

●今月の納税

「火災・救急の際は、矢祭分署の一般加入電話への通報ではなく、１１９番通報！！」
　１１９番通報により、通報者の位置情報が消防指令センターの指令台に通知さ
れます。携帯電話の機種・発信場所等により誤差がありますので、住所や目標物
を伝えてください。また。一般電話が近くにある場合は一般電話で通報してくだ
さい。通話による１１９番通報が困難な方はメール１１９、FAX１１９がありま
すので必要な方は矢祭分署に申請に来てください。
　矢祭分署の一般加入電話への通報ですと、消防指令センターに転送しなければ
ならず、出動までに時間を必要とします。
「救急車かな？迷ったときは「＃７１１９」に電話して。」
＃７１１９とは、救急電話相談事業です。突然の病気やけがをしたとき、どうし
たらよいかわからない時はありませんか？そんなときは、＃７１１９に電話して
ください。医療関係者が相談内容から、「救急車の必要は
あるのか」「医療機関を受診するべきか」「応急手当の方
法」などのアドバイスを行います！
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調
整
し
ま
す
／
③
障
が
い

　

の
あ
る
方
が
親
元
か
ら
の

　

自
立
や
病
院
・
入
所
施
設

　

か
ら
の
地
域
移
行
の
際
に

　

宿
泊
体
験
な
ど
の
機
会
を

　

提
供
し
ま
す

相
談
・
問
い
合
わ
せ　

東
白
川

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

　

０
２
４
７
‐
５
７
‐
６
１
５

　

７
（
平
日
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
30
分
）

令
和
８
年
度
採
用
白
河
地
方

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消
防

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格　

平
成
11
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
者（
学
歴
・

　

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

試
験
方
法　

第
１
次
試
験
▼
教

　

養
試
験
・
消
防
適
正
検
査
／

　

第
２
次
試
験
▼
第
１
次
試
験

　

合
格
者
に
対
す
る
身
体
検
査

　

・
体
力
検
査
・
作
文
・
口
述

　

試
験

試
験
日
時　

第
１
次
試
験
▼
令

　

和
７
年
９
月
21
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　
（
受
付
）
／
第
２
次
試
験
▼

第
１
次
試
験
合
格
通
知
の
際

　

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

試
験
会
場　

第
１
次
試
験
▼
新

　

白
信
ビ
ル
（
福
島
県
白
河
市

　

立
石
96
）
／
第
２
次
試
験
▼

第
１
次
試
験
合
格
通
知
の
際

　

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
白
河
地
方

　

広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部
総

　

務
課
総
務
係
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い（
郵
送
に
よ
る
申
込
可
）

受
付
期
間　

令
和
７
年
７
月
１

　

日（
火
）か
ら
８
月
15
日（
金
）

　

ま
で
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分
）

※
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出

　
　

の
場
合
は
、
令
和
７
年
８

　
　

月
13
日
（
水
）
ま
で
の
消

　
　

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま

　
　

す
。
土
・
日
・
祝
日
は
受

　
　

付
事
務
を
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
地
方
広
域

　

市
町
村
圏
消
防
本
部
総
務
課

　

総
務
係
☎
０
２
４
８
‐
２
２

　

‐
２
１
６
８

　

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊

後
約
３
ヶ
月
間
、
自
衛
官
候
補

生
と
し
て
必
要
な
基
礎
を
学

び
、
教
育
終
了
後
正
式
に
自
衛

官
に
任
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未

　

満
男
女

受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
受

　

け
付
け
て
お
り
ま
す

試
験
期
日
・
場
所　

受
付
時
に

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

相　
　

談

募　
　

集

令
和
７
年
度

防
火
管
理
講
習
会
開
催

人　口 ５,１０２人（－   ４）
男 ２,５１０人（－   ７）
女 ２,５９２人（＋   ３）
世　帯 ２,０８５世帯（－   １）

人の動き
５月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では内堀知事の昆虫館視察につ
いて掲載させていただきました。町内で
は、初の取り組みでもあり、内堀知事も
大変興味を持って積極的に質問をしてい
たように感じました。
　６月に入り、自然の恵みを感じること
ができる時期となる中で、今後は、身近
な自然を楽しむ場所の一つでもある昆虫
館等の魅力についてもお伝えしていきた
いと考えています。　　　　（悠）

●あとがき

●町内火災・救急件数
（令和7年1月1日～5月15日）

火災件数　 2 件
救急出動　  102件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
鈴木　ソメ 100 惠一 4 / 28 東　舘
緑川　啓一 72 文子 4 / 30 中石井
下重智江子 94 元弘 5 / 6 戸　塚
藤田　昌克 89 正広 5 / 12 小田川
菊池　泰久 66 拓弥 5 / 14 内　川
菊地　栄一 58 明美 5 / 24 内　川
増子　久治 83 寿宏 5 / 26 茗　荷

●お悔み申し上げます（敬称略）

自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

令
和
８
年
度

消
防
職
員
採
用
試
験

一
般
曹
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

航
空
学
生
を

募
集
し
ま
す

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119
福島県救急電話相談窓口
「＃ 7119」（24 時間対応）

障
が
い
が
あ
る
方
を

総
合
的
に
支
援
し
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
今月号では該当者がおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

会計名 3月 31 日
専決

令和 6年度
最終予算

一般会計 63,023 4,790,760
国　　保 △ 21,211 598,753
工　　場 0 1,643
宅　　造 0 16,463
介　　護 370 647,008
後期高齢 △ 6500 157,342
霊　　園 0 323
合計 35,682 6,212,292

　５月号「まちの財政状況」の中で一般会計・
特別会計予算状況に誤った数字を記載して
おりました。正しい一般会計・特別会計予
算状況につきしては下記に掲載しておりま
す。ここに訂正しお詫び申し上げます。

●お詫びと訂正

特
別
会
計



日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 16

● 3か月児健康診査
　    塙（13：00～13：15）
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
● 6か月児・10か月児健康相談
　保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
　保セ（10：30～15：00）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）  

●カンガルーくらぶ

●３歳児健康診査
　    保セ（12：45～13：00）
●１歳６か月児健康診査
 　   保セ（13：00～13：10）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 7/1 2 3 4 5

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『はじめての梅しごと梅シロップをつくろう』

矢祭町長　佐川 正一郎

文・絵▶髙野紀子 出版社▶偕成社 対象年齢▶５歳～

6
June

2025
令
和
7年
6月
6日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.771

　「梅しごと」とは、古来から梅の実でさま
ざまな食べ物、飲み物を作ってきた手仕事
の総称です。この本では、その中の「梅シ
ロップ（梅ジュースとよばれることもあり
ます）」の作り方を主に紹介します。梅の実
を洗って砂糖とつけ込む、というシンプル
なものですが、ひとつずつの工程すべて子
どもでもできることで、保育園などで作る
こともあるくらい、はじめての手仕事にお
すすめです。作りながらこの絵本を読めば、
梅の実が実るために必要なことなどの知識
も補えます。梅の実がどんな風にくふうさ
れて食べられてきたのか、ほかの梅しごと
や、梅シロップでできるおいしいもの、な
ども紹介しています。
（紹介文：偕成社／矢祭もったいない図書館）

▶深緑の大変美しい季節となりまし
た。6月1日（日）は、本町を流れる
久慈川で、東北地方で一番先に鮎の解
禁が行われました。今月ご紹介の絵本
は、“はじめての梅しごと”です。シロッ
プづくりの料理の絵本です。梅の歴史
は、約4,000年前に中国で栽培されて
いたといわれています。日本には、遣
唐使によって持ち込まれました。日本
でも古くから庭木として親しまれ、春
を告げる花は、人々の心を癒します。
果実は、平安時代に梅の実を塩漬けに
する方法が考案され、“梅干し”として
食用となりました。明治時代には、予
防治療薬として重宝され、時代を経て
現在まで、健康を維持する身近な食品
としてとして、重要なものです。梅の
効果を知り、健康な生活を送りましょ
う。

*


